















Pickwick Papers を発表しつつあった 1836 年に二作品、そして 1838 年に




バーレッタ The Strange Gentleman （1836）に続いて、軽歌劇 The Village 
Coquettes （1836）を発表した際、音楽を担当した John Fullah に「この
作品が、劇作家として小生が世に出るきっかけになればと思います」2）







































す」7）と書き送っている。当時ディケンズは Nicholas Nickleby を執筆中
であり、Oliver Twist の最後の仕上げ中で多忙でもあったことから、そ
の合間を縫っての執筆は、充分な推敲を重ねることが難しかったと思わ
れる。それでも、同年 12 月 4 日朝、夕食までにはマクリーディに約束
した作品の執筆を終えられるだろうとフォースターに書き送っている8）。



























































































































は応じず、翌年 2 月 17 日になってやっと二つのスケッチを持参した。


























































彼が心服している若い占星術師 Mr. Moony はその名のごとく（「moony=
のろま、愚鈍の意」）電気ショックを受けないと口もきけない科学者バ













J.R.Planché 作の歴史劇 Charles XII の中で歌われたセンチメンタル・バ
ラッドであるという23）。歌の途中でトムは、韻を踏む語を探しながら







Mr. Stargazer.　Have you seen the comet?
Tom.　What Comet ？―The Exeter Comet?
Mr. Stargazer.　What comet? The comet―Harley’s Comet!
Tom.　Nelson’s , you mean. I saw it coming out of the yard, not five 
minutes ago.
Mr. Strargazer.　Could you distinguish anything of a tail?
Tom.　Distinguish a tail? I believe you―four tails!
Mr. Stargazer.　A comet with four tails; and all visible to the naked 














“If you talk of Murphy and Francis Moor, gentlemen,” said the 
lamplighter who was in the chair, “I mean to say that neither of ‘em 






活躍、特に年鑑づくりで名を成した。事実、彼の Old Moor’s Almanac
はヴィクトリア朝を通じて繰り返し出版されたという。
一方、（Patrick） Murphy （1793―1856）もまた DNB に名を連ねており、




1838 年 1 月 20 日が最も寒い一日になるという予言［おそらく推測］が
正しく当たったことによるとされる。1837 年－ 1838 年の冬はかくして
「マーフィーの冬」と呼ばれ、その当時の流行歌、Thomas Moor の




ものである。というのも、クルックシャンクは 1819 年に The Age of 
Intellect の挿絵を描いているが、その著者は‘Francis Moor, physician’
なる匿名を使ったこと、また 1839 年、クルックシャンクは Comic 
Almanac for 1839 という諷刺画付の諷刺詩を上梓するが、その中に
















ンズが世評に対して疑問視している歴史上の人物に Dr. Isaac Watts
（1674―1748）がいる。
‘Tom reached up to pat him on the head, and quoted two lines 
about little boys, from Doctor Watts’s Hymns, which he had learnt 
at a Sunday School.’28）（下線部筆者）
トムが「日曜学校で習った、幼い子供に関するワッツ博士の言葉を引






一方、当時の人々の尊敬を集めた人物 Father Mathew ［Theobald 
Mathew, 1790―1856］にディケンズが言及した時も、その背景を注視す
る必要がある。
‘He ［Tom］ went that very afternoon on a new beat: as clear in his 

















































1 ）　1851 年ディケンズは、Mark Lemon の Mr. Nightingale’s Diary を素人芝
居用に書き直したり、1857 年に Wilkie Collins の Frozen Deep に手を入れ
て演劇用に直してはいる。See Oxford Reader’s Companion To Dickens, ed. 
Paul Schlicke （Oxford, 1999）, 454.
2 ）　Letters of Charles Dickens, eds. Madeline House and Graham Storey, Ⅰ 
（Oxford, 1965）, 279．以下同書。
3 ）　Letters, Ⅰ, 280．
4 ）　テキストはフォースター・コレクションより再録。タイトルは THE 






6 ）　Letters, Ⅰ, 328.
7 ）　Letters, Ⅰ, 362.
8 ）　See Letters, Ⅰ, 364.
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Lamplighter’s Story’,” Dickensian 85 （1989）, 131―39.
17）　Letters, Ⅱ, 282.
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Press, 1996）, vol.ll in 2 vols, 338.
32）　Centenary Edition, vol.36, 284.
479
